
2020年 11月 21日山形新聞 2020年10月24日山形新聞 

                   ＜小学校＞第６学年の国語の授業と関連させた活用方法 
活用方法４ 

新聞記事の情報を読み取り、整理して、考えを形成するための指

導に対応 

意見文（提案文）を書くために、新聞記事から情報

を収集・整理する                       

＜学習の効果＞ ～育成される資質・能力～                     

〇根拠になる情報を組み合わせて構成し、自分の考えを書きまとめる

力が育成される。 
 

 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

（学習に取り組む前に） 

新聞を使って提案文（意見文）を書くことを伝え、スクラップタイムなどを設定

して、記事を集めておく。 

【記事を集める際の視点の例】 

〇身近なところでこんな課題があったのか。   

〇この問題は、自分にも関わりがありそうだ。 

〇こんな困りごとは、なぜ起こるのだろう。   

〇自分だったら、こんなことをしたいと思う。   など 

 

 

 

① 新聞記事を読み、テーマ、伝えたい相手（伝えたい理由）を決める。 

② 提案文（意見文）を書くための情報となる記事を複数（２～３）選ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習方法＞ 

新聞記事から生まれた自分の考えを書こう 
～意見文を書くために、新聞記事を活用して情報を収集・整理する～  （4時間扱い） 

 
国語第６学年との関連：意見文等を書く学習における新聞記事から情報を収集・整理する学習 
「国語六 創造」光村図書（P98～）・「ひろがる言葉 小学六下」教育出版（P32～）・「新しい国語 六」（P158～） 

学習指導要領との関連 
国語 第５・６学年〔思考力・判断力・表現力等〕 

Ｃ読むこと 
（１）ア事実と感想、意見などとの関係を叙述をもとに押さえ、文章全体の構成を捉えて

要旨をつかむこと。 
      オ文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめること。 

 

 

１ 新聞を読み、テーマを決め、提案文（意見文）の情報となる記事を選ぶ。 
                              （１時間） 
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※ ワークシートに書き込んだことを活用しながら、文章を書く学習活動を行う。 

  （教科書の書く活動に沿って取り組みます。） 

 

 

 

 

３ 提案文（意見文）を書く。               （２時間） 

 

こんな方法もあります 

・グループで一つのテーマを選び、提案する文章もグループで作成する。 

・完成した提案文を地域の広報や新聞などに投稿する。 

こんなテーマもあります 

・空き家問題 ・地元のイベント ・災害 ・エネルギー ・食料 ・海ゴミや川ゴミ など 

 

２ 記事を読んで事実から分かったことや考えたこと、できることを書き込み、自
分の考えを整理し、考えを形成する。        （１時間 ワークシート） 

ここが 

ポイント！ 

事実と感

想・考えなど

を区別しな

がら、テーマ

についての

現状や問題

点などを読

み取りましょ

う。事実を根

拠に自分の

考えやできる

ことを考えま

しょう。 

① 記事から分かったこと（事実）を青い付箋に

書く。順序は気にせずどんどん出す。 

② 記事から分かったこと（事実）を根拠に、自分の考えを

黄色い付箋、できることをピンクの付箋に書く。 

③ 付箋を動かしながら自分の伝えたい情報を取捨選択したり、書く順序（構成）を考えたりして整理する。 
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